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Studies on the Method 01 Evaluation 01 the Commercial Desizing Agents. (n) 
Uichiro MIYAOKA， Minoru MASUNAGA， Shunichi ONO 
The authors had established the method of estimation of the remaining amount of 
size on the fiber after desizing， which was thought to be aItimateIy necessary for the 
evaluation of commercial desizing agents. 
The present paper deals with the actual comparison of some commercial desizing agents 
by the method. This results were also compared with those obtained by determining both 
the reducing powers of the desizers and the amount of water soluble decomposed products. 
The obtained “vaIues of desizing power" of the desizers by each method did not 
coincise with one another oweing to some reasons， but it was found that the given 
“values" did not lose their import in respective cases in actual evaluation of commercial 
desizers. 
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酵素糊抜剤の検定が単純にできないのは次の理由による。1.糊抜剤そのもDが単純でたく混合
物である。2.応用D最適条件すなわち最適の温度長よび安定性が糊抜剤によって異なる。 3. 糊抜
部は織物上の糊を抜くために用いられるもりであって単に澱粉を可溶化するだけでは充分でない。
4. 糊抜の対照となる織物D組織，厚薄が多種多様であり従って糊C附着状態が一定しない，等で
ある。
踏抜剤の品位検定法を確立するためには先以て次D事項についτ明らかにする必要がある。
1. 糊故作用D機構を明らかにするとと。
2. 糊料が水溶性に変化する条件を見出すとと。
3. 糊抜後織物上に残存する糊料が少ないことを朋らかにするととD
著者等は以上の3項にてコいτ研究し， 1 .1d-よび2にヲいては， 己に(福井大学工学部研究報
告，第2巻第1号〉とれを報告した白今回は 3fl:らびにそり後に行った数種D市販糊抜剤について
の検討の結果を報告する。
n. 織物上の糊科(澱粉)の定量
澱粉D定量法としては従来種々白方法が提唱されているが， ζれらの方法を織物上白澱軒。定
量のために最も合理的と考えられる方法に種々組合せて改善し，とれによって所定条件のもとに糊
付された織物上U澱掛を定量し，をむ安当性を検討した。
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実験方法
試料;人絹なよび木綿織物。完全に糊抜，精練したもDを，再び澱粉で糊付しだものを使用し
たロ
糊付;澱粉〈馬鈴薯〉 θ種々θ濃度。夜中に 250Cで浸漬した後均一に絞り，風乾後乾燥器中
で定量を得るまで乾燥し秤量した。そして処理θ前後D重量差をもって織物上D澱粉量とした。
織物上の澱粉θ定量;
( a) 試料(1 -2g)を切断し，すぺτ完全に細片とした後ビーカー中に移す。
( b) 42 9百過塩素酸 25ccを試料上に加え，時々撹梓しながら 20- 25日Cの水浴中に 30
min放置する。
(c) 蒸溜7K50 - 100 ccを加え， 6 N-NaOHで中和し措過するロ残涯はさらによく蒸溜
水で洗糠し前の漉液とよく混合する。
(d) 措液を 250ccに定容し，その 50ccをフラスコにとり，比重1.125の HC15ccを
加え 2.5hr逆流冷却器を附して加熱するD 冷却後中和し所定量に定容するD
(e) 乙白一定量についでグルコ【ズを定量し， !!";レコー ズ・澱粉換算係数 0.9を乗じて澱粉
量とする。
本実験で、はグJレコ{ズD定量は次の2法によっτ行った。
( 1) 3.5・Dinitrosalicylicacidによる比色定量法，とり場合む比色は PulfrichPhotometer 
によった。
( 2) Somogyi氏の銅試薬による定量法
実験結果と考察
人絹告よび木綿にそれぞれ任意量θ澱拐を糊付したものを前述の方法で定量した結果は次表第
1-4表の如くである。 第 3 表
第 1 表
試料時l殴光[グル〉|∞昨 1oo~ 
番号 係数 (rコngーlズCC);測くm定g値〉 が〉 50 5.04 0.57 51 102.0 
127 0.100 0.29 130 102.3 51 4. 78 0.54 49 96. 1 
2 164 0.120 0.35 160 97.6 45 4.60 0.52 47 104.4 
3 21 0.152 200 94.5 49 4.69 0.53 48 98.0 
4 187 0.148 0.43 195 104.2 48 4.51 0.51 46 95.9 
う 193 I 0.141 0.42 190 98.4 く織物;人絹織物〉
〈織物;人絹織物〉 第 4 表
第 2 表
試料織欝EE物mA粉上g〉)童の書l|l1N〈と0acしcz0Sてc0〉S5川~IぜI(mタコMgー/5Fdへ出現I 盟〈く田随B宮〉値〉 〈AB〉X1DD1j 
番号
く〉
1.'の
言曜組吸光lZ19〉lヰ測定値 x 100 
係数 ∞); (mg) I (%) 
1 I 265 問。!日切 260 I 98. 1 
2 I 177 I 0.138 i 0.40 I 180 I 101.7 
50 4.69 0.53 48 96.0 
2 89 8.50 0.96 86 96.6 
3 115 11. 50 1.30 117 101. 7 
4 171 16.45 1.86 167 97.7 
5 57 5.30 0.60 54 94.8 
3 21 215 97.3 6 190 18.94 2.14 193 101. 6 
4 213 0.234 I 0.68 305 97.5 7 237 22.65 2.56 230 97.1 
5 136 0.107 I 0.31 140 102.9 8 140 13.98 1;58 142 101.4 
〈織物:;木綿織物〉 〈織物;木綿横物〉
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各表かち明らかなごとく，澱粉は両極端 94.5--104.4 9&の範囲で測定することができるo
との誤差については，一般に酸分解法は純澱粉を粉、ても生成したグルコーズの分解あるいは豆合
むために普通 3--59&低い結果を与えるといわれ，また一方稀酸による純グルコ{ズの分解は酸
D濃度が過剰で、友い限り著しくないともいわれ，定量的酸分解は相当に複雑なととが窺われるが，
本実験D誤差は酸分解によるよりもむしろ糊付処理中に争ける繊維の脱落によるもの，または澱粉
以外むもの〉附着によるもDと思われる。勿論実験誤差も当然含まれる。故に糊付処理主今少し敢
密に行い，そして織物上。澱粉量をさらに正確に表示すれば，誤差はな金一層小さくなるものと思
われる。
以上の如く織物上に糊付された澱粉は本法によって両極端 94.5--104.4 9&の範囲で定量で
きる。乙の範囲は酵素糊抜剤評価むための目的を充分達し得るものと考えられる。
il. 還元力測定による市販糊抜翻の力価の比較
一定量の可溶液性澱粉溶液に市販糊抜剤を種k([)量で添加し， 所定温度で所定時間作用せし
め，しかる後そり還元力を測定しで澱粉の分解率を算出した。
実験方法
試料;澱粉は市販可溶性澱粉〈馬鈴薯〉を，糊抜剤には市販糊素糊抜斉U3種を使用した。
実験操作;澱粉はその所定量を予め水で泥状とたし，徐々に一定量θ沸水中に注加し， 5 min 
沸騰せしめた後冷却し，とれを蒸溜水で所定
量に稀釈した。 第 5 
く寝静粉分解寧〉
表
前記澱粉([)0.5 9&溶液25ccをとり，と
れを定温槽に入れ所定の温度にたったとき予
め調製した糊抜剤の溶液を加え， 30 min反
応後 Willsta tter-Sch udel法で、還元力主測定
し，生成糖を麦芽糖として定量し澱粉の分解
率を算出した。温度は 600，70':l， 800Cの3
種をとり， pHは特に調節せ宇、来溜水を用い
た。 友金糊抜剤は 300Cで30min 71¥を加え
て振濯し抽出した後謂過，所定濃度に稀釈し
郡吉宮I0.5 I卜ト川0悶ベ叫おイ→付|トい川0山M 叫1ロ凶→2お→州+ト
4 
70 
一
て使用した口
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実験結果と考察
実験結果は第5表なよv:第 1図に示し
た。
とれらむ結果は直ちに織物上に告ける糊
抜力価を表示するものでない乙とは巴述の通 〈 ，. 
t 
りであるが，乙れによってその優劣または傾 s
向を窺う乙とができる。市販糊抜剤には色々 時
最適温度があげられているが，本実験に採用 睦 3・
した温度に関する限り比較的低温を用いた方 合
がいす=れの場合でも良好である。また糊抜剤 患
の濃度はある限度迄拡分解力が急激に上昇す
るが，その限度を越すと分解力の上昇は緩慢
である。また令解カは市販品種によって可り
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tr.差異があるととが判る白
水溶性分解物測定による市販糊抜翻の力価の比較
市販可溶性‘澱粉溶液に市販糊抜剤溶液を加え所定濃度，温度最よび時間作用せしめた後メタノ
ールを加えて沈澱せしめ，とれを分離し乾燥秤量し最初θ澱粉量との差を水溶性分解物として算出
?
第 6 表
〈卿粉分解率〉
時間(min): 5 
Lま印 I70 I 80 60 I 70I 80I 60I 70I 80
A 79.35 
B 76.67 72.471 44. 1 94.681 78.301 46.651 96.521 82.05
1 
47.50 
C 53.10 34.501 10.65 86.431 64.421 24.75i 96. 121 80.03: 33.30 
'4 
b 図2 第
'fr 
a 図2 第ー
1"・
した。
実験方法
試料;前項実験と向ーの
澱粉者よび、糊抜剤を使用し
た。
実験操作;市販可溶性澱
粉2gを水 50ccとよく混合
し，徐々に温度を上げ 5min
煮沸した後冷却し定温槽に移
す， とれに一定量の糊抜剤を
加え 600，700， 800Cで 5，
15， 30 min作用した後比重
0.795のメタノール 120ccを
加え沈澱物を前記Dごとく定
量した。
第 7 表
〈蹄掛分解率〉
濃度
¥¥ω1 0.2510.12510.0625 
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実験結果と考察
実験結果は第6表，第7表，第2図:ts-よび第3図りごとくである。tr.争第6表D実験には糊抜
4司4p.J2~ P.畠s"
糊抜剤謹度く%)
府砕「"' 
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剤は 0.4%を使用し，また第7表の実験には60ロC，30minを使用した凸
実験結果から明らかなごとく作用時間 30minは600Cで三者は非常に接近する。また同一作
用時間に対する分解率θ温度はAについては比較的小さいが B，Cについては大きいのすなわち糊
抜剤によって対熱安定性に大きたE差異があるととが窺われる。 そり他の傾向は実験sIv場合によく
似ている口
V . 織物上の残留糊科測定による市販糊抜劃jの力価の比較
織物を澱粉単一糊で糊付し乾燥後市販糊抜剤で処理し次に織物上の残留糊料を定量した口
実験方法
試料;織物には市販ガーゼを，また糊抜剤には前記実験に着けると同ーのもDを使用した。
糊付;布を一定濃度。澱粉液に 400Cで 10min浸漬し，均一に絞ヲて 800 - 900Cで乾燥
し秤量し，糊付前後D重量差をもって布上の澱粉量とした。
糊抜;布に対し 0.5%の糊抜剤を用い，浴比を 1: 40とし，所定の温度で 30min作用せ
しめ水洗乾燥する。 第 8 表
布上の澱粉の定量;[ e::>実験と同一に行
った口
実験結果と考察
実験結果は第8表に示した。
以上の実験から，布上に残留した糊料か
ら見る限り市販糊抜剤。力価には余り大きた
差異はない様である口か〉る断定を下すため
にはな者類似の実験を織足す必要があるとと
はいう迄もたいととであるが，還元力測定乃
至水溶性分解調Ij定に対照とした分解物には可
たり隔りのある重合度を持ったものが混在し
ているととが考えられ，それが測定結果に影
響するもりでたEいかと思われる。残留糊料率
は糊抜の実際に最直結したものであるから特
に注目し得る。
VI. 金士l'ロ
?
温度l糊閉伊唱gFH24押率
くOC) の種別 常g) ω 
A l1M02iE141|137 149.0 119.6 113. 
~1~'~ ~~.~ l~'~ I 16.5 60 I B I 45:O 23:7 16:4
一一
154.0 22.4 146 -5 15.3 C 157.0 24. 1 16.1 
157.0 28.7 
18.3i1 「l一21871一.・.72 B-
A 162.0 27.7 17.1 
160.0 35.2 21.9 70 158.0 32.4 20.5 
157.0 29.9 19.2 
156.0 28.6 18.3 
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本実験では市販糊抜剤3種について 普
通市販品。応用に推奨される諸条件りもとで(1)還元力測定により， ω水溶性分解物D測定によ
t， 但)布上り残留糊料む定量によりその力佃を比較検討した。これら白方法は必宇しも直ちに工
場，事業場で採用し得る程簡便たもりではないが適当た方法を得るための基礎研究として役立つも
のである。とれらの方法による測定結果を従来一般に採用されている検定方法による結果と比較対
照するととによって自ら実際的検定方法が得られるのでないかと考えられる口
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